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叢

第
四
十
三
容

第

三

観

(
壇
場
揖
罰
百
五
持
五
輪
)

昭
和
十
一
年
九
月
後
行

l論

叢

rr由
州
民
主
民
間
苛
立
こ
先

La
・

c

-
/
司
郎
副
「
阪
ん

I
J
J
B
F
4
r
a
f鼎
1

t

t

」

ι川
:

市
中

五川中

戸

正

雄

錨

言

近
頃
、
税
制
改
革
に
伴
っ
て
、
従
来
は
、
不
動
産
が
動
産
に
比
し
て
あ
ま
り
に
も
負
櫓
が
過
重
で
あ
っ
七
か
ら
、

共
同
に
負
措
の
均
衡
を
得
し
め
る
矯
め
、
動
産
の
税
を
ぱ
此
迄
よ
り
も
重
〈
す
る
か
、
乃
至
は
、
不
動
産
の
挽
を

軽
易
と
す
る
か
し
な
〈
で
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
獲
が
め
り
、
税
制
改
革
の
一
目
標
と
ま
で
見
ら
れ
て
居
る
。
如
何
に

も
従
来
は
、
不
動
産
が
動
産
に
比
し
て
は
負
措
過
重
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
い
ふ
て
、
必
や
し
も
此

二
の
も
の
を
ぱ
均
等
に
課
税
す
べ
き
も
の
だ
と
は
限
ら
な
い
。
或
は
不
動
産
は
岡
家
祉
舎
か
ら
受
〈
る
所
の
も
の

不
動
産
取
得
税
に
就
き
て

第
凶
十
三
巻
a

は
二
九
七

第

就



不
動
産
取
得
税
に
就
き
て

第
四
十
三
谷

二
九
八

第
三
就

が
一
一
暦
大
い
と
い
ふ
こ
と
で
、
乃
至
は
一
層
能
力
の
大
い
も
の
官
と
い
ふ
こ
と
で
、
此
不
均
等
が
鼎
護
せ
ら
れ
る

か
も
知
れ
な
い
。
暫
ら
〈
此
二
の
も
の
は
能
力
上
に
差
等
な
〈
、
均
等
に
課
税
す
べ
し
と
い
ふ
事
を
前
提
と
し
、

耽
法
の
仕
組
、
と
し
て
之
を
ぱ
均
等
に
課
税
し
に
と
し
て
も
、
少
く
と
も
賞
際
に
は
動
産
の
所
持
及
移
輔
が
官
公
爆

の
目
を
倫
ん
で
遺
脱
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
矯
め
に
、
自
ら
に
共
負
憶
が
軽
く
な
る
と
い
ふ
こ
と
は
め
っ
て
、
共
れ

rけ
は
免
れ
な
い
。
又
、
税
の
仕
組
共
も
の
か
ら
い
ふ
て
も
、
間
耽
に
て
は
動
産
に
も
相
官
に
重
く
か
け
る
こ
と

ド
行
は
れ
得
る
が
、

地
方
税
に
あ
り
て
は
動
産
融
粧
が
行
は
れ
雛
〈
、

又
之
を
行
ふ
の
を
至
蛍

t
せ
ぬ
も
の
が
め

ノ
一
、

FAt-th
吋
l
L

一
小
的
配
一
印
ち
土
地
一
兆
一
庄
が
恰
hyι

り
地
方
税
の
湖
明
物
件
卜
‘
る
は
湖
常

hto峡
件
'
T
H
A
穴
へ
て
、
共

矯
め
に
も
地
方
に
て
此
ぞ
選
み
、
叉
、
自
ら
之
に
重
課
す
る
の
外
な
き
こ
と
に
も
な
ち
て
、
不
動
産
の
所
持
の
み

で
な
〈
、
之
炉
移
轄
に
も
課
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
此
を
ぱ
、
不
動
産
過
重
の
啓
に
動
か
さ
れ
て
廃
止
し
叉
は
軽

減
す
る
事
の
六
っ
か
し
き
事
情
に
あ
る
。
特
に
財
源
乏
し
き
地
方
に
て
は
、
現
に
あ
る
晴
を
廃
滅
す
る
の
は
六
つ

か
し
く
、
而
か
も
折
角
其
に
於
け
る
懐
件
の
備
は
る
税
の
之
し
き
中
に
て
、
之
を
臨
加
減
す
る
こ
と
の
容
易
な
ら
5

る
も
の
が
あ
る
。
此
事
情
の
下
に
、
地
方
税
と
し
て
は
不
動
産
取
得
税
は
可
な
り
に
重
要
な
る
枕
目
と
す
べ
く
、

之
が
研
究
は
此
際
無
意
義
な
ら
十
と
信
じ
て
、
蕗
に
、
此
一
文
を
躍
る
。

第
-
段

不
動
産
取
得
韓
の
存
立
理
由

一
不
動
産
取
得
税
存
立
の
積
極
的
理
由



幻
不
動
産
が
課
税
物
件
と
し
て
迫
常
な
る
理
由

い
不
動
産
権
利
の
保
護
及
共
債
値
増
加
が
岡
家
枇
合
乃
至
外
界
に
負
ム
こ
と
の
大
な
る
こ

F
l人
が
不
動

産
を
有
つ
の
に
は
父
班
の
飴
躍
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
共
に
し
て
も
、
共
の
棋
利
を
ぱ
認
め
且
つ
之
を

子
孫
に
承
離
せ
し
め
た
と
い
ふ
の
は
明
か
に
開
法
の
力
で
あ
.
り
、
其
所
有
が
彼
自
ら
の
努
力
の
結
同
聞
と
い
ふ
こ
と

も
あ
る
が
、
共
色
共
権
利
の
確
保
は
一
切
、
岡
法
の
力
に
負
ふ
。
共
上
に
色
、
之
や
」
有
ち
た
る
後
、
段

λ

平
左
共
倒

値
一
炉
上
騰
す
る
の
に
は
同
家
地
方
、
ひ
ろ
(
枇
舎
の
施
設
及
殺
展
に
負
ふ
こ
と
が
多
い
。
特
に
士
地
は
供
給
有
限

-

F

}

、

吋

v
h
d
hノ

I
E
}
;
i
t
f
ノ:・

町
問
。
一
品
賞
/
仰
が
l
器
し

τ
人
口
の
楠
加
、
立
の
地
症
に
よ
る
取
な
き
の
需
要
の
野
立
す
る
潟
め
の
政

に
、
大
勢
上
騰
の
一
方
に
あ
り
て
、
か
か
る
利
益
は
本
来
、
所
有
者
の
常
然
に
猫
占
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
し
て
・

つ
ま
・
り
共
の
所
有
者
が
之
に
つ
き
岡
家
地

方
枇
舎
に
負
ふ
だ
け
は
就
に
よ
り
て
返
す
こ
と
が
相
蛍
で
あ
る
L
」
い
ふ
こ
主
に
な
る
。
此
意
味
に
於
て
或
度
ま
で

高
い
不
動
産
課
税
も
営
然
で
め
る
。
回
よ
り
同
じ
事
は
動
産
に
も
あ
る
。
其
植
利
の
保
護
、
債
値
の
自
然
増
加
と

か
し
ろ
岡
家
又
は
地
方
と
い
ふ
る
一
腰
に
於
て
占
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、

い
jA
こ
と
は
此
に
も
あ
り
て
、
共
に
つ
き
岡
家
枇
舎
に
待
つ
も
の
は
あ
る
が
、
併
し
其
多
く
の
色
の
の
、
土
地
と

違
う
こ
と
は
、
再
生
産
が
自
由
で
あ
っ
て
、
供
給
が
足
ら
ぬ
と
な
れ
ば
、
そ
し
て
其
債
値
が
あ
ま
り
に
高
く
な
れ

ぱ
、
あ
と
か
ら
供
給
が
増
加
せ
ら
れ
て
、
共
上
騰
を
引
止
め
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
大
暗
に
於
て
此
に
て
は
何

ほ
E
か
自
然
増
債
の
可
能
性
山
小
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

、BF
J

九
伶
不
動
産
に
て
は
動
産
に
比
し
同
債
格
と
す
れ
ば
無
形
償
値
及
潜
在
増
債
の
あ
る
だ
け
能
力
一
一
層
大
と
認
め

不
動
産
取
得
税
に
就
き
で

第
四
十

a

一一巻

九
九

第

ま涜

King， Public finance. p. 272 



不
動
産
取
得
税
に
就
き
一

第
阿
十
一
一
一
巻

四

第

就

O 
O 

ら
る
る
こ
と
1

1
上
に
も
い
ふ
や
う
に
し
て
不
動
産
特
に
土
地
に
は
自
然
増
債
の
可
能
性
が
大
開
、
動
産
に
比
し

て
大
い
が
、
即
ち
共
蕗
に
一
一
層
大
な
潜
在
増
債
が
あ
る
詳
だ
が
、
共
外
、
不
動
産
は
動
産
に
比
し
て
は
貨
幣
に
換

へ
る
こ
と
が
六
っ
か
し
〈
、
共
れ
だ
け
に
却
っ
て
此
不
動
産
の
方
が
財
産
と
し
て
は
一
一
暦
確
か
な
も
の
と
一
般
に

信
ぜ
ら
れ
、
共
を
有
つ
者
に
於
て
枇
舎
的
の
信
用
が
厚
〈
、
印
ち
彼
は
主
ハ
も
つ
不
動
産
に
つ
い
て
共
債
格
の
土
に
、

或
無
形
の
債
値
を
も
有
つ
と
い
ひ
符
る
。
彼
是
れ
不
動
産
者
は
同
額
の
財
産
者
と
し
て
、
動
産
者
よ
り
も
一
一
層
能

力
大
と
し
似
る
の
で
あ
る
。
凶
よ
h

リ
動
産
に
於
け
る
貨
幣
に
換
え
る
能
力
の
一
層
大
い
の
に
劃
し
て
、

一
層
高
い

許
偵
を
す
る
L
し
レ
ふ
こ

2
が
近
代
的

ω見
方
で
め
っ
て
、
段
ん
て
'H'qzzd
い
ふ
方
仁
似
、
去
ら
つ
は
あ
る
が
.
併
し
耽

舎
の
大
韓
の
空
気
か
ら
い
ふ
と
、
備
は
も
不
動
産
の
換
貨
難
の
方
に
執
着
し
、
偏
重
し
て
居
ろ
の
で
あ
ち
、
不
動

産
を
ぱ
一
一
暦
確
か
な
財
産
と
し
て
、
之
に
特
別
の
償
値
を
附
加
す
る
所
で
あ
る
。
か
く
し
て
不
動
産
は
動
産
よ
り

も
幾
分
か
、

は
不
動
産
に
は
、
動
産
の
岡
際
的
乃
至
岡
内
的
な
る
に
劃
し
て
岡
内
的
特
に
地
方
的
な
る
性
質
が
あ
っ
て
、

岡
及
特
に
地
方
税
の
課
耽
物
件
七
る
の
性
質
を
備
へ
る
こ
と
1

l
動
産
だ
と
一
地
方
内
に
固
定
せ
や
、
他
地
方
に

一
一
層
重
〈
に
も
課
税
せ
ら
れ
で
然
る
べ
し
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

移
動
し
易
〈
、
更
に
は
他
闘
に
ま
で
移
し
得
ら
れ
て
、
謹
耽
と
な
り
日
現
〈
、
特
に
読
が
高
い
と
き
に
は
一
一
層
に
も

遺
脱
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ぞ
れ
か
ら
此
が
往
冷
に
し
て
他
地
方
と
の
又
は
他
岡
と
の
交
渉
を
有
つ
こ
と
も
あ
っ

て
、
之
を
ば
一
地
方
一
岡
限
り
の
課
税
物
件
と
見
倣
し
難
い
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
不
動
産
だ
と
、
共
は
其
所

在
地
方
眼
h
の
物
と
す
る
こ
と
が
出
来
、
又
之
'Y
他
地
方
、
他
岡
へ
移
す
こ
と
は
出
来
ゃ
、
如
何
に
就
が
高
〈

τ
." Engl五ndeト Schranil，Fw. s. 99・



も
其
を
挑
一
げ
ゃ
う
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
随
っ
て
、
岡
枝
、
婚
に
地
方
税
の
物
件
と
し
て
は
好
ん
で
還
ま
る
る
傾

を
有
つ
の
で
あ
る
。

一
山
不
動
産
は
外
形
的
公
然
的
の
物
で
あ
っ
て
租
税
を
蓮
腕
し
難
き
性
質
を
有
つ
こ
と
|
|
動
産
は
往
ふ
に
し

て
形
を
備
へ
守
、
形
あ
る
色
持
主
の
名
明
な
ら
や
'
と
い
ふ
こ
と
が
め
っ
て
、
耽
を
逃
れ
易
い
も
の
で
あ
る
の
に
、

不
動
産
は
外
形
的
公
然
的
の
物
で
あ
り
且
つ
其
持
主
も
明
か
で
あ
っ
て
、
連
脆
の
し
難
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

特
に
重
杭
の
か
げ
ら
る
る

t
zは
、
動
産
に
て
は
一
一
暦
に
趨
脱
の
恐
が
大
く
な
る
。
然
る
に
不
動
産
に
て
は
如
何

に
明
J
T
置
く
て
も
お
げ
や
う
d
hゆ
く
、
開
畑
で

J
1

出
現
角
、

院
が
不
動
産
の
方
仁
偏
重
せ

F
A
ぞ
科
削
や
う
い
も
な
る

の
で
あ
る
。
形
式
上
、
均
等
と
し
て
置
い
て
も
、
結
呆
に
於
で
は
不
動
産
偏
重
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

倒
不
動
産
取
得
が
課
税
物
件
と
し
て
趨
嘗
な
る
理
由

け
公
平
課
税
上

何
不
動
産
取
得
が
闘
係
者
の
給
付
能
力
を
示
す
も
の
と
し
て
課
税
を
至
嘗
'
と
す
る
と
左
|
|
此
不
動
産
を

課
税
物
件
と
す
る
と
し
て
、
之
佐
共
所
有
に
つ
い
て
、
並
行
か
ら
牧
盆
乃
至
所
得
を
奉
ぐ
る
慮
に
つ
い
て
課
酷
す
る

こ
と
も
出
来
れ
ば
、
共
移
動
、
取
得
に
つ
い
て
課
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
し
て
其
不
動
産
取
得
と
い
ふ
こ
と
は

通
例
は
共
取
得
者
に
於
て
或
能
力
の
増
九
を
、
又
は
少
〈
と
も
能
力
の
存
和
を
意
味
す
る
。
相
繭
に
よ
り
取
得
し

た
と
き
に
其
が
取
得
者
に
と
り
で
は
不
勢
利
得
で
あ
り
、
特
に
大
な
能
力
を
示
す
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
よ
尤
も

我
闘
の
不
動
産
取
得
税
は
相
舗
を
除
外
す
)
責
買
に
よ
り
て
取
得
し
た
と
き
に
で
も
、
只
手
に
て
は
共
代
金
と
い

不
動
産
取
得
税
に
就
き
て

=一O
一

第
四
十
三
血
管

第

務

五

3) Green. The theoγV and practice of modern taxation，. p. 235・
4) 拙、増砥及整税論、 165
5) 同上、 104・lVlirrt:， Die V口kehr.steuern.(Fhlb. d. Fw. 1I). S. 297-298. 



不
動
産
取
得
税
に
就
き
て

第
凶
十
三
巻

O 

第

盟主

ム

ノ、

ふ
相
営
纏
っ
た
る
金
銭
の
所
持
を
前
提
と
し
、
共
人
に
於
て
或
大
な
る
能
力
の
存
し
た
こ
と
を
示
す
。
特
別
の
場

A
口
に
、
買
手
が
能
力
の
な
い
の
に
無
理
を
し
て
買
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
あ
る
が
、
共
は
例
外
で
あ
る
。
叉
人
は
或

度
の
飴
裕
一
か
出
来
る
と
、
相
官
の
不
動
産
を
有
に
う
と
い
ふ
気
持
に
も
な
る
の
が
通
例
で
、
此
能
力
の
出
来
允
機

舎
営
捉
へ
て
課
さ
う
と
い
ふ
の
が
、
此
不
動
産
取
得
税
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
此
場
合
、
相
手
方
た
る
買
手
に
も
給

付
能
力
が
生
4
7
る
。
又
は
少
〈
I
C
も
存
す
る
。
位
が
此
に
で
代
金
を
梓
る
と
い
ふ
こ
と
が
め
り
、
共
が
能
力
を
示

す
。
彼
，
か
え
や
}
直
ち
に
他
人
へ
情
合
の
返
滑
に

J

の
て
て
文
抑
び
、

残
り
な
し
と
い
ふ
こ
と
も
あ
ら
う
が
、
兎

6
角、

4

際
立
主
、
や
州
、
古
川
'
皮
わ

Fd-
入
る

Y
A「ノ
「

υ
誠一号
J
4
J
乃
J
h，J
h

U
H
刷、
L

P

j

J

，T
d
A
J
J
d
t
L
一一

-
J
M

ノ

4
3
7
7
、/し町
1
，
ず
l
l
‘
t

ー
す
こ
一
氏

J
P
E
r
k由
一
、
ト
込
和
叩
ふ
九
，
、

J
E・b
d
〈
も

4
i
4
i
:
I
f
-
-
~
I
J
，
〈

4
1
i

Ifl 
111 

1主:

分
し
得
る
こ
と
も
少
〈
な
い
。
か
く
し
て
多
く
の
通
例
の
場
合
に
は
買
手
に
も
買
手
に
も
、
給
付
能
力
の
存
花
が

推
定
さ
れ
得
る
。
特
に
之
を
主
観
的
に
見
る
と
き
に
、
少
〈
と
も
責
買
に
て
は
、
貰
手
と
買
手
と
の
聞
に
て
共
不

動
産
に
劃
す
る
評
債
が
異
h
J
、
共
慮
に
聞
き
が
め
り
、
買
手
は
買
手
よ
h
h

一
一
暦
安
〈
評
債
し
、
買
手
は
買
手
よ
り

も
一
一
層
高
〈
評
債
し
、
共
れ
あ
れ
ば
こ
ぞ
貰
買
が
行
は
る
る
の
で
、
却
ち
之
に
よ
り
て
双
方
と
も
何
ほ
ど
か
利
得

し
た
と
考
へ
る
。
其
慮
に
主
観
的
に
は
増
債
が
生
じ
、
主
ハ
蕗
に
能
力
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
枕
に
於

け
る
櫓
税
指
定
者
は
立
法
者
と
し
て
は
之
を
明
に
し
て
は
居
ら
十
、
措
税
指
定
者
不
明
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
官
事
者
の
双
方
の
正
常
の
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
此
枕
は
一
部
は
貰
手
に
て
、

は
る
べ
き
で
あ
る
と
見
て
良
い
。
併
し
、
ぞ
れ
に
し
て
も
、
買
手
が
次
の
買
却
の
時
の
事
を
考
へ
、
其
時
に
税
を

一
部
は
買
手
に
て
負

抑
ふ
義
務
の
あ
る
事
を
考
ふ
る
と
、
多
少
は
、
現
在
の
買
入
れ
に
つ
い
て
、
税
の
な
い
と
き
よ
り
も
一
一
暦
安
〈
買

Mirre， a. n. O. S. 298， Pissel， Der Einfluss der Besteuerung auf die Rationa-
l回ierungder ¥VirtschaL S. 243-244・
EngJ且nder.SchraniJ，a. a. O. S. 95. 
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は
う
と
い
ふ
傾
が
あ
っ
て
、
結
局
、
税
が
買
手
の
負
携
と
な
る
傾
又
は
可
能
性
が
大
い
。
だ
と
す
る
と
、
双
方
の

営
事
者
中
に
つ
レ
て
は
買
手
に
負
擢
の
蹄
す
る
傾
大
と
い
ふ
の
だ
が
、
共
買
手
に
て
は
確
に
代
金
を
得
て
居
り
、

共
は
遁
例
は
能
力
を
一
不
す
。
か
く
し
て
此
取
引
に
て
は
常
事
者
の
一
方
か
、
双
方
か
に
能
力
の
存
荘
が
あ
り
、
大

韓
、
此
不
動
産
取
引
に
は
特
段
な
る
能
力
炉
二
不
す
と
し
て
良
い
。

間
不
動
産
取
得
課
税
が
不
動
遅
(
土
地
)
増
債
耽
の
代
り
と
な
る
こ
と
i
i
不
動
産
増
債
が
岡
家
地
方
枇
曾

に
負
ふ
色
の
多
く
、

陀
自
然
増
債
績
を
寸
法
明
確
に
個
ん
で
課
税
し
た
き
こ
と
ほ
上
に
い
ふ
如
く
で
あ
る
が
、

f井
し

七
主
晶
司
存
賀
直
ド
史
a-K
寺
p
u
a
M
Z
、

d
H
u
v
i
t
イ
E
d刊
1

，ぺ
ι
島
刷
川
一
ノ

6
V
4
1
J
N
U

，A
1
p
t
J
h

土
、
り
士
号
両
氏
'
径
と
雪
中
買
各
ヒ
ワ
7
3
安
上
り
ι
色
白
日
夜
高
ゴ
斗
ノ
、
主
、
ま
こ
曾
-
青
』

1-ノ
f
v
H
M
1
4
q
r
q
H
4ヰ

t
E
J
4
1
J
l
f
v革
d
c
f
L
ノ
イ

J
司

-
L
J
Z
ふ
opvd1ι
取
引

J
I
P
V
E
4
J
4
J
t
Y
4
p
p
f
ι

が
あ
っ
た
と
は
限
ら
中
、
之
に
落
き
、
主
ハ
の
牧
符
債
格
に
謝
す
る
割
合
の
大
小
に
よ
り
て
差
等
め
る
果
謹
課
税
を

す
る
の
は
、
往
今
に
し
て
不
公
平
と
な
る
の
恐
が
あ
る
。
そ
れ
で
頁
貝
等
に
際
し
、
車
に
其
取
引
債
格
に
比
例
し

て
課
す
る
所
の
取
得
税
の
方
が
却
っ
て
、
大
聞
に
て
は
共
自
然
地
僚
に
よ
る
利
得
を
課
す
る
も
の
と
し
て
、
り
し

ろ
自
然
増
債
を
も
併
せ
課
す
る
色
の
い
」
し
て
、
或
度
の
公
平
に
合
致
し
得
ら
れ
る
。
印
ち
粗
雑
な
が
ら
も
此
税
に

て
増
債
積
の
代
り
と
な
引
の
望
が
あ
る
の
で
あ
る
。

何
課
税
技
術
上
ー
ー
に
は
此
枕
が
賀
行
し
易
き
も
の
で
め
る
。
帥
も
不
動
産
取
得
が
捕
捉
日
現
で
あ
り
遺
脱
難

の
も
の
で
め
る
。
此
場
合
に
は
塗
銑
が
伴
ふ
か
ら
で
あ
る
。
此
耽
の
調
法
な
る
所
以
で
あ
る
。

山
川
枇
曾
政
策
上
ー
ー
に
は
、
此
積
が
土
地
家
屋
の
粂
併
を
防
止
し
、
地
債
家
賃
の
引
上
を
牽
制
す
る
の
作
用
を

有
つ
。
大
盟
、
土
地
家
屋
は
少
数
人
の
手
に
集
中
さ
れ
る
枇
曾
的
傾
向
が
め
っ
て
、
然
る
と
き
に
は
共
債
が
、
少

不
動
産
取
得
税
に
就
き
て

第
四
十
三
巻

O 

第

披

士

日ilverman，Taxation， p. 254・
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不
動
産
取
得
税
に
就
き
て

第
凶
十
一
一
一
巻

験
者
に
指
命
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
‘

三

O
四

第

就

i¥. 

又
、
交
通
の
度
毎
に
家
賃
地
代
を
引
上
ぐ
る
こ
と
に
な
る
の
傾
色
め
る
。

然
る
に
此
税
あ
る
に
よ
り
て
、
此
白
然
的
の
集
中
を
抑
へ
、
且
つ
家
賃
地
代
引
上
の
機
曾
を
少
く
す
る
の
致
が
あ

り
て
、
其
は
祉
A
W
H

政
策
上
に
は
良
き
結
果
と
す
べ
b

れ
で
あ
る
。

ω粧
掛
上
1

i
前
記
の
結
果
と
し
て
、
土
地
家
屋
の
債
の
引
上
が
抑
止
さ
る
る
だ
け
に
て
は
、
産
業
の
費
用

の
膨
脹
を
阻
止
す
る
こ
と
と
な
る
の
も
有
益
で
め
お
。

仰
不
動
産
取
得
税
が
地
h
H
積
に
趨
す
る
理
由

、、‘，ノい
課
税
批
術
開
っ
て
公
不
調
税
上

，，‘、、

川
課
税
物
件
が
地
方
分
別
性
を
有
す
る
こ
と
[
|
地
方
税
に
る
の
要
件
と
し
て
は
、
其
課
税
物
件
が
地
方

分
別
性
を
有
つ
こ
と
で
あ
る
が
、
本
枕
の
課
税
物
件
に
る
不
動
産
取
得
と
い
ふ
こ
L
」
は
、
本
枕
を
ぱ
物
枕
と
し
て

見
れ
ば
、
其
不
動
産
所
在
地
方
だ
け
の
物
と
し
て
、
他
地
方
に
闘
係
な
〈
、
地
方
分
別
性
め
る
も
の
と
い
ふ
こ
と

が
出
来
る
。
偲
令
、
其
の
寅
手
、
買
手
等
、
常
事
者
が
他
地
方
の
人
で
あ
っ
て
も
、
共
の
他
地
方
か
ら
は
闘
捗
す

べ
き
も
の
で
な
く
、
其
地
方
に
あ
る
土
地
家
屋
に
闘
す
る
枕
と
し
て
、
共
地
方
の
み
か
ら
課
税
を
銭
し
得
る
の
で

あ
る
。

間
課
税
物
件
が
地
方
の
手
に
よ
り
て
容
易
に
捕
捉
せ
ら
れ
、
課
枕
標
準
が
地
方
の
手
に
よ
り
て
容
易
に
詐

債
し
得
る
が
如
き
・
も
の
な
る
己
主
|
ー
も
亦
た
地
方
税
た
る
の
要
件
で
あ
り
、
特
に
共
特
別
枇
た
る
の
要
件
で
あ

る
が
、
恰
か
も
不
動
産
取
得
と
い
ふ
こ
と
は
公
然
に
る
事
賞
で
あ
る
。
不
動
産
は
杢

t
公
然
七
る
も
の
で
あ
り
、

14) 拙、前向、 168-169・
15) 拙、前出、 '70•



共
責
買
移
轄
も
整
銑
を
伴
ふ
の
で
、
共
限
り
に
て
は
会
〈
の
公
然
た
る
も
の
で
あ
る
。
之
を
捕
捉
す
る
こ
と
は
地

方
の
手
に
て
色
出
来
る
。
其
課
税
標
準
九
る
債
格
も
亦
、
其
各
の
場
合
々
々
に
で
評
定
す
る
こ
と
は
左
ま
で
六
っ

か
し
く
な
く
、
地
方
の
手
に
で
も
行
は
れ
得
る
。
の
み
な
ら
争
、
此
場
A
口
に
は
闘
家
の
登
録
税
が
あ
っ
て
、
其
に

て
評
慣
が
甘
く
行
は
れ
て
居
h
J
、
地
方
と
し
て
は
、
特
別
税
と
し
て
取
得
枕
を
行
っ
て
色
、
結
局
、
附
加
枕
L
」同

一
と
な
っ
て
、

、、f印
公
平
上
|
|
課
税
物
件
が
地
方
と
不
可
離
の
醐
係
に
あ
っ
て
其
地
方
の
特
別
利
益
を
受
く
る
が
如
き
も
の

容
易
に
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。

な
λ

引
一
ご
と
!
ー
が
地
方
耽
に
る
に
は
望
ま
し
ー
と
寸
ぷ
)
の
降
件
で
あ
あ
い
か
、

;
l
u
l
u
-
y
a
A

目

;

I

;

・

]
山

M
M
防

ι初
付
に
る

T

↑
到
達
は

共
所
在
地
方
と
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
闘
係
に
め
っ
て
、
共
地
方
の
要
す
る
負
措
は
何
と
し
て
も
之
を
負
ふ
の
外
な

き
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
共
地
方
の
施
設
及
後
遺
に
よ
h
て
特
に
利
盆
を
受
〈
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
で
士
山
の

不
動
産
が
不
動
産
共
も
の
と
し
て
、
地
方
税
を
負
ふ
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
共
移
轄
に
際
し
で
も
之
を
負
ふ
こ
と

に
よ
り
て
、
之
が
負
揖
を
魚
す
の
は
至
蛍
で
も
あ
り
真
に
負
措
ぞ
分
つ
も
の
と
し
て
得
策
で
色
め
る
。
即
ち
此
不

動
産
は
特
に
地
方
か
ら
特
別
の
利
盆
を
受
く
る
針
償
と
い
ふ
意
味
を
加
味
し
て
地
方
の
枕
を
負
ふ
の
を
至
官
・
と
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

似
財
政
牧
入
上
|
|
前
記
特
別
の
理
由
の
外
、
兎
も
角
・
也
、
此
税
が
地
方
に
行
は
る
る
と
き
に
、
彼
「
い
左
り

て
一
の
相
営
の
牧
入
と

r
h得
る
こ
と
は
、
地
方
財
政
に
と
り
て
調
法
な
も
の
と
い
ふ
こ
左
が
出
来
る
。

に
不
動
産
取
得
税
の
弱
賄
1

1
上
来
奉
げ
た
の
は
此
枕
が
枕
と
し
て
特
に
地
方
税
と
し
て
存
立
し
得
る
理
由
で
あ

不
動
産
取
得
税
に
就
き
て

第
凶
十
三
谷

コ一

O
五

第

罰E

九
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不
動
産
取
得
税
に
就
吉
て

一O
六

第
四
十
一
一
一
巻

第

由主

O 

る
が
、
併
し
此
就
が
何
等
の
弱
鈷
な
き
完
全
な
も
の
L
し
は
い
へ
な
い
。
幾
多
の
弱
姑
を
有
つ
こ
と
は
之
を
見
逃
し

で
は
な
ら
ぬ
。
左
の
如
し
。

問
課
税
技
術
上
随
っ
て
公
平
上
程
梼
上
ー
ー
に
は
、
不
動
産
債
値
中
に
就
き
て
岡
家
地
方
枇
舎
か
ら
負
ふ
部
分

を
明
確
分
別
す
る
こ
と
の
困
難
な
る
こ
と

l
i不
動
産
債
格
の
中
に
は
岡
家
地
ト
刀
枇
命
日
か
ら
負
ふ
も
の
が
確
か
日

、ノ、ノ--、

企

d

，
吋
『
、

か
か
る
不
都
柑
憤
部
分
一
か
耽
と
し
て
取
る
の
に
最
越
し
に
も
の
に
る
こ
と
は
明
か

r炉、
に
だ
共
中
に

は
持
主
の
直
棲
同
様
の
努
力
の
結
果
と
す
ぺ
き
ち
の
炉
あ
り
て
、

此
の
方
は
能
力
か
ら
い
ふ
て
も
弱

t
、
経
糟
上

川
・
コ
1
p
n
T
7
ーう

f
J
T
J
h
k
'
p
u
u、
，
、
七
司
d
Uい

J
T
L

、

中
μ
l
'
h
w
d

ザ

-
m
t
み

ω
1
1
t
J
U
H
F
-
〈

〆

t
ι
4
9
A
1
1

共
努
力
ル
ι
鴇
剛
t
J

る
こ
と
か
比
盟
ま
し
l
L
J
O
J

る。

IrII 
力'

JCf.: 

(J) 

の
を
金
き
債
格
の
中
に
つ
い
て
明
瞭
に
分
別
す
る
こ
と
が
六
っ
か
し
く
、
防
っ
て
此
現
に
で
も
之
を
行
は
や
、
共

矯
め
会
聞
の
債
値
を
一
率
に
課
し
て
、
経
梼
上
に
は
宥
恕
す
べ
き
も
の
を
宥
恕
せ
字
、
そ
し
て
不
持
利
得
を
特
に

重
課
す
る
こ
と
も
出
来
や
、
不
公
平
ず
る
負
揖
と
な
る
の
恐
れ
も
あ
る
。
つ
ま
り
巧
み
に
不
勢
増
債
部
ゼ
け
を
姻

b
方
法
の
快
げ
た
こ
と
も
共
弱
鮪
で
あ
る
。
此
が
随
つ
て
は
公
平
の
上
に
も
、
挺
に
経
梼
上
に
も
不
都
合
と
な
る

の
で
あ
る
。

同
公
平
上
|
|
前
記
の
弱
賠
は
濁
り
、
不
動
産
取
得
税
の
み
で
な
く
、
凡
ベ
て
土
地
課
税
に
つ
い
て
見
る
所
の

根
本
的
の
歓
貼
だ
が
、
更
に
不
動
産
取
得
税
の
み
に
つ
い
て
見
た
る
融
姑
と
し
て
は
、
先
づ
公
平
の
上
か
ら
は
、

い
此
積
一
か
人
に
か
か
ら
宇
、
不
動
産
と
い
ふ
物
の
移
轄
の
み
を
見
て
、
而
か
も
一
率
に
共
の
会
き
傾
絡
に
比

例
課
税
す
る
こ
と
に
よ
り
て
不
公
平
と
な
り
得
る
こ
と
1
i
l此
税
に
て
は
各
闘
係
者
の
能
力
の
大
小
に
闘
係
し
な

19) 拙、前出、 168



ぃ
。
闘
係
者
の
人
的
能
力
を
見
な
い
。
此
い
か
此
暁
の
第
一
の
融
蛤
で
あ
る
。
此
は
一
の
物
枕
と
し
て
は
己
む
を
得

な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
共
闘
係
者
の
糖
績
的
の
能
力
を
つ
か
ま
守
し
て
、
唯
だ
移
轄
の
機
舎
に
於
て
現
は
れ
た

る
能
力
の
み
を
見
る
の
は
物
足
り
な
い
。
共
も
其
際
に
於
け
る
不
持
増
憤
分
子
で
も
描
め
ば
ま
だ
良
い
左
す
る
が

共
も
行
は
や
し
て
、
共
移
轄
の
機
舎
に
現
は
る
る
全
ぎ
債
格
に
比
例
課
税
す
る
に
止
ま
り
て
、
一
層
に
色
公
平
上
、

不
満
足
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

、‘E，Jろ
此
粧
が
常
一
4
4
4
中
の
弱
者
の
負
措
k
な
り
、
叉
は
山
口
町
事
者
以
外
の
弱
者
の
負
槍
と
色
な
る
こ
と
に
よ
り
て

〆
E
E

、

不
公
平
と
な
h
v

得
芯
こ
と
|
|
党
税
一

hτ
は
立
法
営
法
之
ど
d
m
常
事
者
中
の
何
れ
か
一
万
又
は
双
ガ
ド
儲
カ
ド

あ
る
と
推
定
し
て
、
共
を
し
て
負
は
し
な
る
も
の
と
仮
定
す
る
の
だ
が
、
宜
際
に
は
双
方
中
に
つ
い
て
は
、
む
し

ろ
有
利
な
る
強
き
者
の
方
が
負
措
を
免
れ
て
、
何
れ
か
保
件
の
不
利
な
る
。
印
ち
む
し
ろ
弱
き
者
の
方
が
之
を
負

ふ
こ
と
に
な
る
と
い
ふ
可
能
性
が
あ
っ
て
不
公
平
と
な
る
の
で
あ
る
。
克
に
此
税
が
取
引
の
営
事
者
の
負
措
と
な

る
の
み
な
ら
争
、
主
(
者
と
闘
係
あ
る
他
の
弱
き
人
へ
も
負
措
が
師
着
す
る
の
可
能
性
も

2
あ
つ
で
、
向
克
ら
に
不
公

平
な
る
も
の
と
な
り
得
る
。

似
常
事
者
の
何
れ
に
も
能
力
な
き
が
如
き
こ
と
の
あ
り
得
る
こ
と
|
|
営
事
者
に
て
相
営
に
能
力
あ
る
と
き

は
、
ま
だ
良
い
が
、
往
今
に
し
て
は
闘
係
者
の
双
方
と
も
に
無
理
に
此
取
引
を
行
ひ
、
資
手
は
借
金
取
に
攻
め
ら

れ
て
儲
儀
な
〈
之
会
貰
却
し
、
代
金
は
直
ち
に
債
棋
者
に
取
ら
れ
て
残
り
な
し
と
い
ふ
こ
と
が
あ
り
、
買
手
は
現

に
手
許
に
な
い
金
を
工
面
し
て
、
義
理
に
か
ら
ま
れ
て
仕
方
な
し
に
買
っ
た
の
だ
と
い
ふ
こ
'
と
も
あ
る
。
卸
ち
交

不
動
産
取
得
税
に
就
き
て

三

O
七

第

披

第
四
十
三
巻

r
 

己f
 

E
 

g
a
 

P
 

A
T
 

H
3
 

2
 崎‘J

W，、d
2
 

nr 
c
 

n
 

込n
 

r
 

tv s
 

戸、d2
 

Z
 

Q
M
 o

 
a
-
円

J

L

司

J

'
d

内

J

，、，

E

，。
と

Q
U
I

-ヨ
-

配

r
L
Q
U

e
T
L
 

:
・
'
I
m山
一

υ

F
3
4
L
e

・

白
山
町

m
a

-
-
2
 

d

a

 

、、
m

m出
巾
凡

前
前
一
品
戸

1

t

 

a
z
 

、、
a
e

拙
拙
出
W

20) 

21) 

22) 



不
動
産
取
得
税
に
就
き
で

第
間
十
一
一
一
巻

O 
j円、

第

5虎

通
取
引
に
利
得
の
件
ふ
と
い
ふ
の
は
単
に
概
制
で
あ
り
、
異
質
の
能
力
な
き
も
の
に
課
税
す
る
こ
と
と
な
h
梓
る

と
い
ふ
ポ
公
平
が
あ
る
。

同
動
産
と
の
聞
に
負
婚
の
均
衡
を
失
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
|
|
動
産
の
捕
捉
は
不
動
産
ほ
ど
容
易
で
な

く
、
随
っ
て
不
動
産
取
得
税
の
存
す
る
限
り
、
偲
令
.
動
産
移
轄
耽
げ
か
あ
り
て
均
等
に
課
税
さ
れ
て
も
、
自
ら
負

携
は
不
動
産
に
偏
重
す
る
外
な
き
も
の
に
と
い
ふ
こ
と
が
め
4
0
0

ま
し
て
初
め
よ
り
動
産
移
轄
耽
の
之
と
並
行
す

る
も
の
な
さ
と
き
は
尚
兎
で
め
る
。
但
し
又
、

こ
k
も
あ
ハ

J

不
・
不
動
産
移
轄
の
制
ん
H

に
章
、
「
負
指
を
揖
議
す
る
も
の
も
あ
芯
。

川
山
都
部
の
聞
に
て
は
、
都
市
に
偏
重
す
る
傾
あ
る
こ
と

1
l不
動
産
移
轄
は
回
合
よ
り
も
都
曾
に
一
層
多
〈
、

共
矯
め
、
此
移
轄
就
が
都
市
に
偏
重
す
る
と
い
ふ
不
公
平
を

E
や
る
。
尤
も
之
に
つ
い
て
は
不
動
産
分
子
は
割
合

不
動
産
に
て
は
共
移
植
怖
が
動
産
心
比
し
て
は
頻
繁
で
な
い
左
い
ム

に
田
舎
に
於
て
重
要
の
地
位
を
占
め
る
か
ら
、
矢
張
h
ノ
、
之
が
移
轄
枕
も
田
舎
に
偏
重
す
る
の
だ
と
い
ふ
見
方
も

め
る
。

へ
大
不
動
産
者
と
小
不
動
産
者
と
の
問
に
て
は
後
者
に
偏
重
す
る
傾
あ
る
こ
と
|
l
i
大
な
る
不
動
産
所
有
者

に
て
は
あ
ま
り
に
共
不
動
産
診
移
轄
す
る
こ
と
な
く
、
却
っ
て
共
移
轄
が
小
な
不
動
産
者
に
多
く
起
り
、
随
っ
て

此
後
者
へ
本
耽
の
負
携
の
偏
重
す
る
と
い
ふ
不
公
平
が
あ
れ
と
い
は
る
る
。

向
財
政
牧
入
上
|
|
此
現
に
は
牧
入
の
動
指
性
の
大
い
こ
と

1
l
jと
い
ふ
融
黙
が
あ
る
。
共
は
此
耽
の
牧
入
が

一
方
、
不
動
産
交
通
の
頻
繁
度
と
経
済
上
の
好
不
出
と
に
よ
り
て
異
り
、
共
上
に
も
、
地
方
巨
域
が
狭
げ
れ
ば
狭

拙、前出、 166・Weitpert，a. a. O. S. 104. K"5，，]er. a. a. O. S. 75 
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き
ほ
ど
其
牧
入
の
偶
然
皮
に
か
か
る
こ
と
が
多
〈
、
或
年
に
は
多
牧
、
他
の
年
に
は
少
肢
と
な
る
の
恐
が
め
る
の

で
あ
る
。
共
魚
め
地
方
財
政
に
と
り
て
之
に
信
輸
し
難
き
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ぞ
の
や

う
な
こ
と
は
、
岡
家
財
政
だ
と
、
其
減
牧
に
な
っ
た
場
A
n
に
も
公
債
に
よ
り
て
容
易
に
穴
理
め
す
る
こ
と
が
出
来

る
か
ら
差
支
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
地
方
財
政
に
て
は
か
か
る
場
合
、
公
債
に
よ
ち
難
き
も
の
が
あ
る
の
で
、

之
を
最
厄
介
と
す
る
の
で
あ
る
。

町
一
吐
曾
政
策
上
1
i
i
土
地
家
屋
の
移
輔
の
自
由
は
特
に
土
地
の
分
割
分
譲
を
準
め
て
、
土
地
分
配
の
民
衆
化
を

山
一
く
誌
も
刀
同
ち
る
7
-
-
、
ヒ
多
事
、
つ
吃
っ
ち
タ

f
，

l
-
1
2
F
rど
日
比
k
r
5
こ
と
ご
工
つ
一
L
仕
f

章
改
花
一
二
又
ず

J
4
1
、
i
E
t
J
U
U
P
U
-
U
H
F
-引
ホ

mi
ザ

f
L
z
t
/
L
Jし

J

、
t
-
I
Y

凶

J
4
h
t
q
n卜

1

J

h

'

t

1

1

1

棚
、

U
1
1
i
E
d
i
-
-

四

る
こ
と
に
も
な
る
。
但
し
又
之
を
考
慮
し
て
、

一
定
度
以
下
の
小
土
地
取
得
の
場
合
併
-
免
税
す
る
と
い
ふ
こ
と
で

此
非
難
全
避
く
る
こ
と
が
出
来
ぬ
の
で
は
な
い
。
真
に
叉
、
此
枕
あ
る
に
も
拘
ら
や
行
は
る
る
移
轄
の
結
果
左
し

て
.
此
暁
の
か
か
る
だ
け
、
共
枕
が
仮
令
、
小
土
地
の
取
得
に
は
菟
ぜ
ら
れ
で
も
、
大
財
産
者
所
有
の
も
の
に
は

此
免
税
は
行
は
れ
や
し
て
、
勢
ひ
共
大
財
産
者
の
も
つ
土
地
家
屋
を
借
る
所
の
細
民
の
矯
め
に
、
家
賃
地
代
の
引

上
に
向
は
し
な
る
こ
と
に
よ
り
て
、
細
民
を
不
利
な
ら
し
む
と
い
ふ
こ
と
も
め
る
。

刊
一
経
済
上
ー
ー
に
は
け
先
づ
以
て
此
税
の
め
る
と
き
に
、
共
れ
古
け
大
企
業

ω新
設
及
晴
張
に
於
て
必
然
行
は

，t、
〆

H

¥

l

'

る
る
土
地
家
庭
の
取
得
に
就
い
て
の
生
産
交
を
増
加
せ
し
め
て
共
援
展
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
り
。
仏
前
に
枇
曾
政

策
上
か
ら
見
た
、
此
税
一
か
細
民
の
住
う
場
爆
の
矯
め
の
地
代
家
賃
の
引
上
を
生
宇
る
だ
け
に
て
は
、
や
が
て
捗
賃

を
向
上
ぜ
ぎ
る
を
得
ぎ
ら
し
め
て
、
務
し
く
産
業
に
と
り
て
の
生
産
費
増
大
を
来
し
て
産
業
を
煙
迫
す
る
こ
と
と

不
動
産
取
得
枕
に
就
き
て

O 
九

第

務

第
凶
十
三
省
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第
四
十
三
巻

O 

四

第

盟主

不
動
産
取
得
枕
に
就
き
て

な
い
草
山
山
此
就
に
て
は
不
勢
利
得
の
み
で
な
〈
努
力
所
得
を
も
課
す
る
結
果
と
な
る

f
け
に
て
共
努
力
を
奨
剛
す

る
の
趣
旨
に
反
す
る
乙
と
と
な
る
の
は
前
に
も
い
ム
通
り
で
あ
り
、
に
一
史
に
此
枕
に
よ
り
で
は
少
く
と
も
不
動
産

(

叫

)

の
取
引
を
妨
民
、
山
町
そ
し
て
不
動
産
の
一
層
有
数
な
る
利
用
を
阻
止
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
〆
へ
一
疋
に
此
枕
が

出

1

1

J

不
動
産
債
格
の
不
安
定
を
来
し
て
、
居
跡
め
に
不
動
産
金
融
を
困
難
な
ら
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
ハ
ば
其
上
に

も
此
枕
が
動
も
す
れ
ば
杢
さ
し
債
格
ぞ
課
す
る
魚
め
に
、
財
産
の
一
部
ぞ
浸
牧
す
る
結
果
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
も
生

u
j
H
r
f

，Q
 

i
l
J
1
T
町〆

第
二
段

不
動
産
取
得
税
の
韓
親
方
法

↓
租
枕
に
依
ら

5
る
代
案
|
|
不
動
産
取
得
税
は
一
に
は
、
不
動
産
に
存
す
る
特
別
な
る
能
力
、
つ
ま
-
J
此
に
於

け
る
不
努
利
得
的
分
子
炉
}
捉
ふ
る
一
の
方
法
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
然
る
に
課
税
に
て
は
不
勢
利
得
分
子
の
匡
別
と

い
ふ
こ
と
が
何
と
し
て
も
甘
く
出
来
な
い
。
土
地
増
債
積
に
よ
り
て
も
甘
く
は
出
来
な
い
の
で
め
る
。
ま
し
て
共

よ
り
も
粗
雑
な
る
不
動
産
取
得
耽
に
て
は
出
来
得
な
い
の
で
あ
る
。
共
昆
で
夫
の
目
的
を
達
す
る
一
方
法
と
し
て

は
、
不
動
産
、
就
中
、
土
地
に
し
て
現
在
私
有
と
な
る
も
の
の
全
部
又
は
一
大
部
珍
聞
又
は
地
方
の
手
に
買
収
す

る
こ
と
が
考
へ
ら
る
る
。
か
く
す
れ
ば
之
に
つ
い
て
の
過
去
の
不
勢
利
得
は
之
を
牧
め
難
い
と
し
て
も
、
少

t
と

も
将
来
の
不
勢
利
得
は
岡
又
は
地
方
に
牧
め
て
、
私
人
を
し
て
私
せ
し
め
な
い
こ
と
正
な
り
得
る
。

共
れ
で
も
一
旦
、
園
又
は
地
方
の
手
に
牧
め
に
る
不
動
産
を
園
又
は
地
方
が
自
ら
直
接
に
利
用
し
な
い
で
、
私

拙、前向、 170.
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入
に
貸
付
す
る
と
す
れ
ば
、
共
貸
付
料
の
定
め
方
に
よ
り
で
は
、
共
形
式
上
定
め
ら
れ
た
共
と
、
賞
際
の
之
が
利

用
債
値
と
の
問
に
聞
き
が
出
来
、
共
慮
に
叉
、
或
私
人
が
不
持
に
し
て
利
得
す
る
館
地
は
生
や
る
。
尤
も
此
は
公

の
機
闘
に
て
常
に
不
断
の
注
意
を
梯
っ
て
、
賞
際
の
に
迫
脱
す
る
ゃ
う
の
努
力
を
怨
し
て
、
之
が
飴
地
を
少
く
す

る
こ
と
は
出
来
る
。

克
に
之
を
貝
牧
す
る
と
す
れ
ば
、
主
(
方
法
は
閣
法
に
て
園
又
は
地
方
は
管
内
の
私
有
地
を
一
定
の
方
法
い
よ
り

て
買
牧
し
得
る
も
の
と
し
、
共
偵
格
は
羽
夜
の
法
定
賃
貸
債
格
の
何
倍
と
し
、
其
代
偵
は
現
金
を
以
て
柿
は
や
、

凡
べ
て
長
期
の
公
一
川
に
よ
ゐ
こ
L
心
乙
す
る
。
か
く
し
で
政
府
は
金
銭
k
の
別
立
な
〈
し
て
私
有
川
町
土
地
を
牧
め
1
h

共
か
ら
生
?
る
地
代
に
よ
り
で
、
主
ハ
公
債
に
封
ず
る
利
捕
を
曲
川
し
、

士
地
に
局
す
る
枕
に
も
引
き
常
て
、
将
来
に

於
け
る
不
持
増
債
た
る
べ
き
も
の
は
凡
べ
て
政
府
に
牧
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
来
の
土
地
所
有
者
か
ら
見
れ
ば

此
将
来
の
不
持
増
債
を
牧
め
ら
れ
ぬ
だ
け
不
浦
で
は
め
ら
う
が
、
各
地
主
が
均
等
に
被
か
る
犠
牲
と
し
て
諦
め
る

こ
と
は
出
来
る
。
又
、
共
代
債
を
公
認
の
標
準
に
取
る
免
め
に
過
廉
の
債
を
捕
は
れ
て
不
利
を
被
る
と
い
ふ
て
反

聾
す
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
長
い
問
、
公
に
劃
し
て
共
れ
だ
け
の
義
務
を
掛
ひ
来
っ
た
以
上
、
此
色
、
か
か
名
買
牧

の
場
合
に
は
致
方
な
き
・
も
の
と
し
て
、
共
以
上
は
政
府
に
要
求
し
難
き
・
ち
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
叉
、

地
方
が
之
を
貿
牧
す
る
と
す
れ
ば
、
固
に
識
し
て
は
呉
が
公
用
又
は
公
共
の
用
に
供
せ
ら
れ
ぬ
司
ち
の
た
る
限
り
は

地
租
を
捕
は
な
く
て
は
な
ら
歩
、
然
る
と
き
は
又
、
従
来
自
作
農
地
に
し
て
闘
積
地
租
の
菟
ぜ
ら
れ
た
も
の
に
あ

り
で
は
.
却
っ
て
不
利
と
な
る
場
合
を
生
十
る
で
あ
ら
う
。
自
ら
共
他
の
土
地
に
つ
い
て
買
牧
を
行
ふ
こ
ん
]
と
な
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動
産
取
得
税
に
就
き
て

第
凶
十
三
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不
動
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取
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枕
に
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き
て

第

由主

第
問
十
三
巻

一』ノ、

p
り
'
ウ
4
0

二
普
通
の
課
税
方
法

問
時
債
ぞ
課
税
制
何
準
と
す
る
最
普
通
の
方
法

川
時
債
に
劃
す
る
比
例
課
税
と
い
ふ
最
普
通
の
方
払

l
|此
が
最
普
通
の
方
法
中
の
最
普
通
の
も
の
で
、
在

来
の
我
地
方
税
の
取
得
税
は
此
れ
で
あ
る
o

此
は
恥
扱
も
簡
単
で
あ
り
、
既
に
長
い
間
慣
れ
て
も
居
り
、

一
眠
、

北
ハ
物
惜
の
咋
の
慣
に
よ
る
か

b

っ
公
平
な
も
の
'
と
し
て
良
い
。

特
に
貨
制
巾
限
値
動
絡
の
時
代
ド
は
.

:
}
l

目

'
d

M
Fい
'
刻
〈
r

M

M

例
と
し
た
の
が
議
活
と
し
に
よ
り
も
一
一
層
公
平
む
と
も
し
制
作
る
。
十
川
七
此
が
動
産
に
劃
し
て
地
主
止
の
非
難
"
も
め

る
か
ら
、
共
高
さ
に
つ
い
て
多
少
考
慮
の
徐
地
は
あ
る
。
又
特
に
枇
曾
政
策
上
、

一
定
皮
以
下
の
小
所
有
者
の
不

動
産
取
得
に
つ
き
減
免
の
附
帯
規
定
を
考
へ
る
の
が
念
務
で
も
あ
る
で
あ
ら
う
。

引
牧
得
地
片
(
又
は
室
)
の
債
格
の
大
小
又
は
共
坪
営
り
翠
債
の
大
小
に
よ
る
塁
誌

i
此
は
今
日
に

は
不
向
で
あ
ら
う
が
、
他
目
、
貨
幣
償
値
安
定
時
代
と
な
れ
ば
公
平
で
あ
ら
う
。
各
地
片
叉
は
家
屋
の
債
又
は
其

鼠
債
の
大
小
は
持
主
た
り
し
者
又
は
た
る
べ
き
者
の
人
的
能
力
の
大
小
、
乃
至
、
移
轄
に
伴
ふ
利
得
の
犬
小
と
も

伴
は
市
?
と
も
い
ふ
け
れ
ど
も
、
大
開
論
か
ら
い
ふ
と
き
は
、
小
債
値
の
土
地
家
屋
に
は
比
較
的
貧
乏
人
の
閥
係
す

る
こ
と
が
少
か
ら
十
あ
ち
得
て
、
之
を
ば
能
力
乏
し
き
人
の
闘
係
物
と
見
て
大
過
な
く
、
余
高
の
大
な
物
は
到
底
、

貧
人
の
闘
係
外
に
あ
り
て
、
自
ら
割
令
官
め
る
者
の
関
係
と
推
定
し
得
る
か
ら
、
或
度
の
累
進
を
盛
る
こ
と
は
、

左
ま
で
不
都
合
で
な

t
、
大
躍
の
公
平
に
は
A
H
致
す
る
の
で
あ
る
。

捌、前出、 I72-I74・
同上、 '79・以下
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は
取
得
者
の
能
力
(
所
得
)
の
大
小
に
よ
る
累
準
率
を
取
得
不
動
産
債
格
に
趨
用
す
る
方
法
|
|
此
は
前
方
法

よ
り
も
一
層
、
各
場
合
の
能
力
度
に
臆
や
る
上
に
は
有
致
で
あ
る
。
喰

r此
所
得
が
今
日
の
所
得
税
下
に
は
第
一

種
、
又
は
第
三
種
所
得
の
大
さ
の
み
を
見
る
外
な
き
こ
と
と
な
っ
て
、
第
二
種
所
得
を
看
過
す
る
矯
め
に
不
公
平

と
は
な
る
。
併
し
此
れ
で
も
大
韓
の
公
平
は
得
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
る
。

但
又
賀
行
の
上
に
於
て
、

特
に
之
を
地

方
機
闘
の
手
に
て
行
ふ
ん
」
し
で
は
、
多
少
厄
介
で
あ
る
と
い
ふ
棋
鮪
を
仲
ふ
。

に
牝
得
者
が
た
京
市
有
っ
て
居
っ
た
不
動
産
と
新
牧
得
不
動
産
と
の
合
計
の
債
格
又
は
所
得
又
は
賃
貸
債
格
の

大
小
に
暗
じ
て
差
等
ゐ
，
n
品
提
据

H

守
新
耽
特
不
動
産
の
債
格
に
迎
用
す
る
方
扶

1
4
4勾
へ
ら
れ
品
。

出
向
も
不
劃

産
品
兼
併
を
制
す
名
に
有
数
と
い
ふ
一
の
長
所
色
あ
り
て
、
共
上
、
或
皮
の
公
平
に
も
会
ふ
炉
、
併
し
賀
行
は
前
の

方
法
よ

h
色
一
一
層
厄
介
で
あ
る
。
特
に
此
も
地
方
が
特
別
に
行
ふ
と
し
て
は
可
な
り
困
難
な
も
の
で
あ
る
。

ほ
営
該
不
動
産
の
種
類
に
よ
り
又
は
新
取
得
と
前
取
得
と
の
期
間
の
長
短
に
よ
り
差
等
あ
る
税
率
を
適
用
す

る
方
法
|
|
色
考
へ
ら
る
3
0
此
も
出
来
れ
ば
考
慮
し
て
宜
し
い
。
公
平
其
他
の
要
望
に
も
A
口
ふ
。
但
し
賀
行
上

は
多
少
面
倒
で
あ
る
。

何
時
債
い
か
法
定
賃
貸
債
格
の
何
倍
(
例
之
、
二
十
五
倍
)
以
下
の
と
き
は
免
枕
と
し
、
共
を
超
ゆ
る
と
き
は
共
差

増
債
や
課
税
標
準
左
す
る
方
法
ー
ー
と
い
ふ
色
の
が
考
へ
ら
る
る
。
今
日
の
法
定
賃
貸
債
格
は
動
・
も
す
れ
ば
低
き

に
過
戸
、
、
る
し
、
旦
つ
此
が
一
旦
定
ま
り
た
る
後
に
、
賓
際
に
は
値
上
り
す
る
こ
と
が
少
く
な
い
が
、
其
差
増
債
は

大
韓
明
h
M

に
不
努
利
得
で
あ
り
、
随
っ
て
移
轄
の
際
に
時
便
共
も
の
を
課
税
標
準
と
す
る
よ
り
も
、
此
差
増
債
を

不
動
産
取
得
税
に
就
き

τ

第
四
十
三
巻
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第
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七
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同上、 183・以下
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動
産
取
得
税
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て

第
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十
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課
税
標
準
と
し
た
方
炉
、

一
一
層
良

t
、
各
干
係
者
の
能
力
の
大
小
に
臆
守
る
に
足
る
。
特
に
時
債
の
中
に
つ
き
法

定
賃
貸
債
格
の
幾
倍
と
い
ふ
も
の
に
は
、
規
則
正
し
き
地
租
、
家
屋
就
が
か
か
っ
て
居
る
か
ら
、
其
の
移
轄
の
際

に
、
も
一
度
課
税
す
る
に
は
蛍
ら
争
、
叉
之
に
課
税
し
て
は
二
重
の
課
税
と
い
ふ
嫌
も
あ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

夫
の
差
増
債
こ
ぞ
は
此
迄
、
耽
ヤ
-
逃
れ
宮
市
っ
た
も
の
で
、
此
移
轄
の
際
に
捕
捉
す
る
を
必
要
と
す
る
も
の

rか
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
共
税
率
の
定
め
方
と
し
て
は
、

川
比
例
報
枇
ー
ー
と
寸
る
も
一
方
法
T
あ
り
、
今
日
の
貨
幣
傾
値
不
安
定
時
代
に
ば
り
し
ろ
合
平
T
あ
る
。

ろ
共
差
増
債
の
大
小
に
臆
じ
て
累
進
課
税
と
す
る
方
法
|
|
此
は
他
目
、
貨
幣
債
値
安
定
時
代
家
ら
ぱ
採
る

べ
き
も
の
で
、
其
時
に
は
前
者
よ
り
も
一
一
暦
公
平
と
な
り
得
る
。

は
共
差
増
債
の
「
法
定
賃
貸
慣
格
の
何
倍
(
例
之
、
二
十
五
倍
こ
に
劃
す
る
割
合
(
比
率
)
の
大
小
に
よ
り
差
等

あ
る
税
率
営
、
差
増
債
に
適
用
す
る
方
法
ー
ー
も
考
へ
ら
れ
、
此
方
が
前
者
よ
り
も
一
一
暦
精
巧
な
方
法
で
あ
る
o

g口
遁
の
不
動
産
増
債
耽
へ
の
改
造
ー
ー
か
く
し
て
不
動
産
取
得
税
を
段
々
精
巧
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
な
る

ど
、
殆
ん
ど
在
来
の
土
地
増
便
枕
に
近
き
も
の
と
な
る
。
そ
こ
で
一
層
の
こ
と
、
之
を
ぱ
不
動
産
増
債
枕
に
改
め

て
、
卸
ち
前
耽
得
債
格
に
劃
す
る
現
譲
渡
債
格
の
差
増
債
が
、
前
牧
得
債
格
に
劃
す
る
割
合
の
大
小
に
よ
ち
で
差

等
め
る
税
率
を
ぱ
、
差
増
慣
に
通
用
す
る
方
法
ぞ
採
る
こ
と
も
一
方
法
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
併
し
、
き
う
な

る
と
、
共
は
最
早
、
不
動
産
移
轄
税
又
は
取
得
税
で
は
な
く
し
て
、
不
動
産
増
債
税
と
い
ふ
別
な
枕
と
な
る
の
で

あ
る
。



町
特
別
宥
恕
l
ー
が
附
帯
し
て
考
へ
ら
る
る
o

卸
ち
闘
民
経
済
上
の
改
良
の
倉
山
山
、
又
は
祉
舎
政
策
上
の
目
的

伝
以
て
、
例
之
、
耕
地
整
理
、
乃
至
市
街
地
整
理
、
自
作
農
造
成
、
小
住
宅
造
成
等
ム
ザ
の
矯
め
に
特
に
宥
恕
す
る

こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
。結

論

以
上
要
之
、

不
動
産
取
得
税
に
は
幾
多
の
紋
耕
が
あ
り
、

特
に
之
に
よ
り
動
・
ち
す
れ
ば
不
動
産
負
櫓
の
偏
重
を

ト
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ち
幾
多
の
長
所
が
ふ
J
?
、
特
に
州
方
税
と
し
て
前
一
位
な
る
絡
'
干
の
悦
件
を
も
備
へ
て
居
ト
ノ
、

乏
し
き
聞
に
於
て
之
を
融
く
こ
と
を
科
ぬ
も
の
が
あ
る
。

j
:
r
h
r
d
:
4
1
4
 

却
4
L
私
ー
し
て
謡
歌

そ
し
て
之
が
課
税
の
方
法
と
し
て
は
差
営
つ
て
は
・
在
来

の
平
凡
な
る
時
償
へ
の
比
例
課
枕
に
若
干
、
経
樺
上
、
枇
命
日
政
策
上
に
於
け
る
宥
怒
を
附
帯
す
る
よ
り
外
は
な
い

で
あ
ら
う
が
、
併
し
共
外
に
も
根
本
的
な
る
改
造
方
法
も
之
な
き
に
あ
ら
や
で
あ
り
、
凡
そ
之
に
つ
き
で
考
代
ら

る
忍
方
訟
を
推
考
す
る
と
き
に
、
其
慮
に
は
頗
る
興
味
深
き
-
も
の
の
存
す
る
こ
と
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

不
動
産
取
得
稔
に
就
き
て
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